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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす腿定マク

2015年度朝日大学入学式を挙行

「建学の精神」遵守を誓う

キャンパス内の桜が開花し新年度を迎えた4月2日(木)、本学穂積キャンパス10周年記念館

大ホールにおいて2015年度朝日大学入学式(春季)が青空のもと厳粛に挙行されました。

朝日大学と歯科衛生士専門学校との合同入学式では、新入生から新たな気持ちを胸に入学

の宣誓が行われました。

南アフリカ共和国ウエスタンケープ大学と「学術交流協定」を締結(左から大友学長、ウエスタンケープ大学Yusuf1. Osman歯学部長、宮田理事長)
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厳粛に入学式を挙行

入学式式典では、学部、大学院、留学生別科日本語研修課程、歯科

衛生士専門学校の入学生632名が、大友克之学長並びに藤田厚専門

学校長からの「入学許可」の宣言を受け、朝日大学での新たなキャンパ

スライフをスタートさせました。

大友学長は、朝日大学の「建学の精神」を説明し、また昨年、史上最

年少で、ノーベル平和賞を受賞したパキスタン人のマララ・ユスフザイさん

のスピーチを動画で紹介しながら「激動する社会環境を見極めながら、

公正にものを見る眼を養い、また社会的・経済的弱者や身体的に不自由

を抱える人々に対しても人間的知性をもって接することのできる人間の育

成をめざしています。朝日大学での在学中、あらゆるチャンスを生かして、

ぜひ、国際的にも活躍し得る人材となって羽ばたいて欲しいと願っていま

す」と語りかけた。

.理事長から祝辞

続いて挨拶に立った宮田淳理事長からは、「これからの学生生活では、

資格取得やスポーツ活動に取り組むことや、国家試験合格に向けて勉学に

励むなど、文武両道の精神でそれぞれの夢や目標の実現に向け努力してく

ださし、。朝日大学には、海外研修、インターンシyプ、ボランティアなど、みなさん

がそれぞれ抱く夢を実現するためのプログラムが用意されてしぜす。朝日大

.国際色豊かな式典

今年は、県内外の関係機関より次の来賓の方々をお迎えしました。

明海大学学長

北京大学口腔医学院(歯学部)富IJ院長

瑞穂市市長

安井利一様

李 鉄軍先生

堀 孝正様

岐阜県経営者協会会長・岐阜県体育協会会長小野木孝二様
側トーカイ代表取締役社長

岐阜県歯科医師会副会長 片野雅文様

岐阜県弁護士会副会長 今尾大祐様

岐阜県商工会議所中小企業相談所所長 市村敦史様

岐阜県経済同友会専務理事 長縄 隆様

岐阜県歯科衛生士会会長 野々垣静子様

式典には本学の建学の精神を反映し、海外交流校である北京大学

口腔医学院より歯学部教員l名と学生6名が参列、中国語による祝辞が

述べられ国際色豊かな式典となりました。

.ウエルカム1'¥フォーマンス

また、式典終了後には、

一転趣向を変えて在学

生による「ウエルカムパ

フォーマンスJを披露。

公式戦用ユニフォーム

などに身を包んだ先輩た

ちから熱いメッセージが

送られ、式場の興奮は頂

学はそのような学生を教職員一問、全 点に達しました。

力でサポートします」と新入生たちへ

激励の言葉(祝辞)が述べられました。

これに対し、入学生代表者の経営

学部経営学科山田隼也さん(岐阜県

立岐阜商業高等学校出身)からは、

「建学の精神を遵守し、学業成就に向

け努力します。」と新たな気持ちを胸に

営団i事理事長から激励の言葉が述べられる 力強い宣誓が行われました。
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6月13日(土)・7月4日(土)・8月1日(土)・9月13日(日)13:30-16:00 7月23日(木)・8月20日(木)10:00-15:00 

-全体説明会 ・学科説明 ・入試・奨学金説明 ・実習体験

大友克之学長による入学許可

北京大学口腔医学院の
李鉄軍副院長からの祝辞

在学生による
ウエルカムパフォーマンス

キa」で験体を口凶の生部学歯で験体習実と義講擬
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6月13日(土)・7月4日(土)・8月1日(土)・9月13日(日)

13:30-16・00

・全体説明会 ・学部学科説明 ・模擬授業 ・入試・奨学金説明

・個別相談コーナー

6月27日(土)-9月12日(土)

14:00-16:00 

ショー卜プログラムで、歯学部の内容や歯科の舷力

がよく分かります。

お問い合わせ/朝日大学入試広報室 フリーダイヤル 0120-058-327 E-mail nyuusi@alice.asahi-u.ac.jp 

02 



ベトナム海外短期研修

経営学部と法学部の学生が参加し

た海外短期研修がホーチミン市(ベト

ナム)で実施されました。今回の研修で

は、三菱商事側、濃飛倉庫運輸側、

AIT社(三谷産業側)、久光製薬側な

訪問先企業で熱心に説明を聞く学生 ど各社の協力により様々な企業への訪

問が実現。学生たちは熱，心に海外進出企業の実情を学びました。

今回の研修では、濃飛倉庫運輸捕との産学連携活動の一環として、

講義科目「国際流通」を担当する田村謙一部長にも同行いただき、初と

なるベトナムでの海外短期研修は実りあるものとなりました。

歯科医師国家試験
私立歯科大学で8位に
「第108回歯科医師国家試験」の合格発表がありました。

本学歯学部の新卒者の合格率は66.3%(合格者53名/受験者80

名)で、私立歯科大学17校中第8位という厳しい結果でした。第100回以

降、合否判定が絶対評価から相対評価へと移行し、毎年2，300~2.400

名程度の合格者数で推移していましたが、昨年度の第107回は合格者

総数が2，025名、今年度は2，003名となり、全国の合格率は63.8%の狭き

門となりました。

この結果を受け磯崎篤則歯学部長は「全国の大学が教育改革に着

手している。本学もさらなる改革が求められている。1年生から知識を定

着させていくことが大事」と語りました。歯学部では4月と5月に第108回歯

科医師国家試験結果を振り返る教員研修会を開催します。

海外の歯学部学生を受け入れ
本学と交流協定を結んでいるアラパマ大学パーミングハム校、カリフォ

ルニア大学ロサンゼルス校、テキサス大学サンアントニオ校の教員と学生

たちが本学歯学部での海外研修のため相次いで来日しました。

海外の歯学部学生たちは、藤原周国際交流委員長から、日本の歯学

教育の現状や日本文化に関する講義を受け、穂積キャンパス附属病院

で歯科医療の現場を見学、日本の医療システムや機器の違いなどにつ

いて活発な意見・情報交換を行いました。修了式で学生たちは、大友克

之学長、磯崎篤則歯学部長から「修了証書」を一人ひとり受領。その後

のパーティーでは、本学から海外研修経験のある学生や教職員との交

流を深めてし、ました。

.岐阜県内の高校生と交流

また、カリフォルニア大学の学生た

ちは、穂積キャンパス6号館食堂で

岐阜県立各務原高等学校英語科
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の生徒らとランチタイムをすごし、 ランチタイムで高校生と交流

ユーモアを交えた英語と日本語で交流。日本での有意義な海外研修と

なったようで、した。
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ウエスタンケープ大学と
学術交流協定

'日本初となる学術交流協定

南アフリカ共和国の国立

ウエスタンケープ大学と朝日

大学は、姉妹校である明海

大学と共に「学術交流協

定Jを締結しました。日本の
大学の歯学部が南アフリカ

共和国の大学と学術交流

(左から)安井学長、Osman歯学部長、 協定を締結するのは初めて

富田理事長、大友学長 のこととなります。

今回の協定締結は、これまで本学が親交を深めてきた在日本

南アフリカ大使館から同国最大の歯学部を有するウエスタンケー

プ大学を紹介され、昨夏に大友克之学長ら関係者が同大学を表

敬訪問し、その後も協議を重ね実現したものです。

3月に挙行された卒業式に参列し卒業生たちに熱いエールを

送った同大学のYusuf1. Osman歯学部長は、宮田淳理事長、安

井利一明海大学学長、大友学長らと共に協定書に調印。南アフ

リカ共和国との歯科医学分野の教育・研究に関する新たな交流

がスタートしました。

'南アフリカ最大級の大学

南アフリカ共和国ケープタウンに位置するウエスタンケープ大学

は、国立大学として1959年に関学。歯学部は1974年に設立され

2004年には同地区にあるステレンボッシュ大学歯学部を合併。ウエ

スタンケープ大学歯学部の学生数は同国の歯学部学生総数の

40~45%を占めており、名実共に 「 司...， ・ 一、~，・

ナンノ官ーワンの歯学部です。

.宮田淳理事長を表敬訪問

協定締結に先立ち、 Yusuf1. 

Osman歯学部長は、宮田淳理事

長を表敬訪問。Osman先生と宮

田理事長との懇談では、両国の

歯科・医学分野における交流の発

展、地球規模の課題に取り組む

人材育成をめざし両大学の交流

を深めていくことを確認しました。
Osman歯学部長が
宮田理事長を表敬訪問
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名誉教授称号授与

本年3月退職を迎えられた加藤周司氏(歯学部教授)、加藤隆弘氏

(歯学部教授)並びに大野典子氏(経営学部教授)に2015年4月1日付

けで「朝日大学名誉教授Jの称号が授与されました。

このたびの授与は、本学における教育・学術上の功績が高く評価され

たことによるものです。

朝日大学名誉教授

加藤周司氏

朝日大学名誉教授

加緩隆弘氏

朝日大学名誉教授

大野典子氏

マ一アを康調
権
渡
制
印

公

美濃加茂市生涯学費センターで「医療と健康Jをテーマにかかげた
「第6回朝日大学公開講座Jが木沢記念病院の共催により開催され、地

域住民ら約150名がメモを取り熱'L、に受講しました。

同公開講座は、歯科医学・歯科衛生学の分野で高度な教育研究及

び人材育成を行う朝日大学

と、高度・先進技術で中濃

地区の医療を牽引する木

沢記念病院が有する専門

性とノウハウを融合させ、市

民の健康増進と生涯教育

の振興をはかることを目的と

し毎年開催されています。

-長寿への挑戦一日頃の運動と寿命一

朝日大学経営学部 山本英弘教授

・口腔から見た健康の質

朝日大学歯学部 大橋 たみえ准教授

・乳房再建のシミュレーションー情報提供の新定番一

木沢記念病院形成外科 高木美香子先生
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北方警察署と連携協力

岐阜県警北方署と朝日大学は、警察と大学による官学連携により地域

社会の安寧とその担い手となる人材の育成に寄与することを目的に、「岐

阜県警北方署と朝日大学との連携協力に関する協定」を締結しました。

穂積キャンパス1号館理事長室で行われた調印式には、北方警察署

から大江康成署長ほか7名の関係者が、本学からは大友克之学長はじ

め8名の関係者が出席。大規模災害時などの警察活動や学生のキャリ

ア形成の分野において大学と所轄の警察署とが連携協定を締結するの

は全国でも珍しし、とのことです。

.定期的な連携協議会

今後、定期的な連携協議会を開催し連携協力事項の実現に向け意

見交換や協議が行われることとなります。

なお、おもな連携協力事項は、「安全・安心な地域社会の実現をめざ

す活動、大規模災害時などの警察活動を支援する対応、学生のキャリア

形成支援に関すること、大学が保有する専門的知識などの情報提供」

などです。

大江署長と大友学長とが協定を調印

岐阜県弁護士会と連携

本学と学術交流協定を結んでいる岐阜県弁護土会との第7回定例

懇談会が開催され、2014年度の成果報告と本年度共同事業計画につ

いて協議が行われました。

懇談会では、2014年度報告として、ネルソンマンデラ民主化20周年記

念講演会、ジュニア・ロースクール、公開講座、司法修習生研修、法教育

作文コンクール等の実施状況が報告された。また、本年度においてもヲ|き

続きこれらの事業を継続していくと共に、新たな事業や教育研究面での

一層の連携協力をはかつていくことを確認しました。

県弁護士会との学術交流協定は、岐阜県の法教育推進にかかる事

業、判例研究の共同研究事業を積極的に展開していくことで2009年6月

に締結されています。

d弘

.&.l 

岐阜県弁護士会との定例懇談会



「経営講演会」を開催

中畑教授が「くらし」を語る

瑞穂市商工会主催の「経営講演会」が

穂積キャンパス1号館大会議室で開催さ

れました。

今回の講演会では、マーケティング研究所

長の中畑千弘教授(経営学部)が講師を務

め、「どうなる日本、どうなるくらしー地方ならでは

の世界に通用する価値一Jと題した講演が行われました。商工会メンバーの方々
は身近なテーマである暮らしにスポットを当てた講演を熱.[;、に聴講していました。

講演終了後には「学食体験」も行われ、講師を囲んで参加者たちが

活発に意見・情報交換を行v'有意義な講演会となりました。

FD研修会が開催される

.学生の心をつかむ授業

保健医療学部主催のIFD研修会」

が、穂積キャンパス6号館講義室で開

催され、東邦大学看護学部教授の近

藤麻里先生を迎え、「今ときの学生の心

をつかむ授業の作り方」と題した講演が行われました。

研修会では、近藤先生が講義で実践されている学生を講義にヲ|き込む

コツや工夫、教員の配慮につし可解説。参加者たちは、教員が講義中に一

番伝えたしミこと、覚えるべきこと、復習することを明確に示すことにより、学生の

学ぶきっかけを与えていること、教員が何を教えたかではなく学生が何を学

び身に付けたかが大切であることを学びました。

.インクルーシブ教育

また、教職課程センター主催の「インクルーシブ教育と合理的配慮」をメイン

テーマにかかげたIFD公開講座」が、穂積キャンパス5号館講義室で開催され

ました。

研修会では、文部科学省初等中等教育局特別支援教育課調査官の丹

羽登先生による記念講演「インクルーシブ教育で求められる合理的配慮J、

研究成果報告やシンポジウムも行われました。

今後の学生教育に役立てようと活発な質疑応答や意見交換がなされ、

実りある研修会となりました。

「個人学修スペース」誕生!

穂積キャンパス10周年記念館の図書館本館(3階)に、私立大学等教育

活性化設備整備補助金を受け新ししミ「個人学修スペース」が誕生しました。

本館3階は、個人閲覧席を配置した静かに学修ができるフロアですが、そこに

Surface Pro3 (Windowsタブレyト)を備えた

個別閲覧席が新たに24席設置されました。

タブ戸レット画面をクリックして登録開始画

面にログインすると、インターネット検索や、

Word、PowerPointなど授業のための課

題作成が閲覧席で可能となりました。 新たに設置された個別閲覧席
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貴重図書の寄贈を受ける

図書館では、次のとおり貴重図書の寄贈を受けました。

『通史・足尾鉱毒事件 :1877-1984新版J(世織書房)2014

法学部及び経営学部の1年生を対象とした「建学の精神と社会

生活J(必修科目)で、「足尾銅山鉱毒事件と田中正造Jと題し講
義を担当いただいた園拳院大挙経済学部教授菅井益郎先生か

ら、学生にさらに興味を深めてもらいたいと寄贈していただきました。

rCarranza's Clini伺 IPeri凶ontology12th ed.J 

(Saunders/Elsevier) 2015 

編者のl人であり、本学の姉妹校UCLA歯周学講座・臨床教

授HenryH.Takei先生から、寄贈していただきました。歯周病に

関する豊富な臨床症状から病理組織までふんだんに図・写真を

使い、色彩的にも豊かな内容です。学生だけでなく、教員にも読ん

でいただきたい本です。

体験学習を実施

本学穂積キャンノTスに岐阜県立山県高等学校の生徒が来学しました。

同校の訪問は、高等学校における「体験学習」の授業の一環として行

われており、「卒業後の進路選択」の参考となるよう大学、短大、専門学

校等での学びや修学環境への理解を深める役割をはたしてUぜす。

.大学生を体験

生徒たちは、「地尊心

を高めよう一山県が好きに

なる心理学-J、「仮面ライ
ダーと正義」などのミニ講

義を受講、また、大学で学

ぶことの意義や学生生活

の過ごし方などをDVDで

法学部の中村良准教授が「仮面ライダーと正義」を講義 視聴すると共に、看護実

習室、模擬法廷や図書館などのキャンパス見学を行いました。

ミニ講義では真剣にメモをとり、キャンパス見学での充実した学生アメ

ニティーの数々に目を輝かせていた生徒たちは、11日大学生」を朝日大
学で体験してしミました。
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新入生学外研修を実施

.寝食を共に研修

歯学部では、岐阜都ホテルにおいてl泊2日の宿泊研修を行いました。

新入生たちは歯科医師をめざす学生の，心構えや今後の学修方法など

を学び、グループ研修やレクリエーションを通じて新しい友達、教員との交

流を深めました。

.大学生としての自覚を認識

また、法学部・経営学部では、「大学の歴史や大学で学ぶ意義」を学ぶ

授業科目「建学の精神と社会生活」のフィールドワークとして徳山ダムや

長良川河口堰などでグループに分かれ見学を行い、治水の歴史や地域

性を学ぶと共に、新しい友達や教員との交流を深めました。

グループごとに配置された教員たちは、見学や散策を通じ親睦を深め

ながら大学生としての自覚をもつことの大切さや自己のキャリア形成のあ

り方などについて説明し、新入生たちの大学生活に対する不安感を取り

除いていました。

長良川河口堰で岐皐の地境性を学ぶ

学生が
市長選公開討論会を企画

任期満了に伴い統一地方選挙で行われた瑞穂市長選挙(4月19日告

示、26日投開票)の立候補予定者3名による公開討論会が、法学部の学

生有志の企爾により瑞穂市総合センターで開催されました。

同討論会では、朝日大学客員教授の祷藤康輝氏(高崎経済大学教

授)がコーディネーターを務め、候補者らが出馬の動機や公約、学生から

の質問に論戦をたたかわせました。

市民ら約350名は投票の参考にしようと、立候補予定者の熱弁に聞き

入っていました。

学生代表の古田雄大さん(法必手)は、「若い世代や学生らにとって選挙に

より興味が持てる討論会となったJと公開講座の開催を振り返っていました。
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118歳選挙権」を問う
穂積キャンパス6号館学生ホールで、卒業生を対象に「選挙権年齢を

20歳以上から18歳以上に引き下げること」への賛否を問う模擬投票が

瑞穂市選挙管理委員会の協力のもと、本物さながらの投票所を設営し

行われました。

今回の模擬投票は、4月の統一

地方選挙に向け学生の意識を高

め投票率の向上めざし活動する法

学部の学生プロジェクト「こぞって

投票にいこまい」の一環として行わ

れ、賛成75票、反対54票、無効3票

となり賛成票が57%を占める結果と

模擬投票で118歳選挙権」を問う なりました。

I iワーjレドカフェjで、意見交換

法学部の学生らが自由な雰囲気の中で意見を交わす「ワールドカ

フェ」では、今回実施された模擬投票の実施、活字離れが進む若者が

新聞への興味を持つための方策、大学が立地する瑞穂市の将来像な

と寺様々 なテーマが話し合われています。学生たちは「ワールドカフェJを通

じ実社会へ旅立つ準備をしているようです。

留学生別科で、インタビュー
フ。ロジ、エクトを開催

穂積キャンパス6号館講義室で、留学生別科日本語研修課程の「インタ

ビュープロジ‘ェクト報告会」が行われました。

インタビュープロジ、エクトは「朝日大学ってと寺んなところけというテーマで、留

学生別科の学生たちが朝日大学の日本人学生にインタビューを行いその

内容を一冊のパンフレyトにまとめるというプロジェクトです。

報告会では、会計研究部の学生からはき仲間と出会い、先生方にも恵

封い日々会計研究に没頭している。苦労を乗り越えたときに成長した自分に

気づくJ、また、フェンシング部の学生からは「フェンシンク'が好きだから、学業

と競技の両立は全然苦にならなv'。努力しでもっと大きな試合に出場した

い」など日本人学生が学業やスポーツに対し真撃に取り組む姿が報告され

ていました。

発表を聞いた留学生たちは、「朝日大学がスポーツに強いことがわかっ

た。インタビューに真剣に答えてくれてうれしかった。がんばって勉強し大学

に進学してたくさんの日本人の友達を作りたしリなどの感想が聞かれました。

報告会を終えみんな笑顔で記念写真



栄えある「文化・スポーツ
功績賞」受賞
2014年度の「岐阜県文化・スポーツ功績賞J表彰式が、岐阜県

庁で行われ、過去最多となる個人部門8名が、また、団体部門では

3団体が栄えある岐阜県文化・スポーツ功績賞を受賞しました。

「岐阜県文化・スポーツ功績賞」は、岐阜県では最も栄えある賞

のひとつとして位置づけられており、芸術やスポーツ、産業の分野で

国内、世界トップレベルの活躍をした団体や個人に贈られる賞です。

式典では、受賞者に賞状が授与され、「これからも大いに頑張っ

てください。」と激励の言葉を受けました。

.全国大会での活躍を讃える

また、「清流の国スポーツ賞」の表彰が行われ、体育会所属の

選手たちは、表彰会場となった岐阜県図書館多目的ホール(岐阜

市)で表彰を受けました。

栄誉をたたえ表彰状が授与された

「清流の国スポーツ

賞」は、文化、スポーツ

の全国大会等で優勝

や上位入賞をはたした

県関係者を表彰する

制度(旧名称:教育長

表彰)で、本学学生は

栄誉ある賞を毎年受

賞してし、ます。

岐阜県文化・スポーツ功績賞

個人受賞書道 村田真美(看護学科1年:岐阜)

ボウリングチム安里秀策(ビジネス企画学科4年:沖縄)

自転車競技部 浦田真成(ビジネス企画学科1年:岐阜)

小原佑太(ビジネス企画学科1年:青森)

相馬義宗(ビジネス企画学科2年.岐阜)

秋田拓麿(ビジネス企画学科3年:福井)

市原和希(ビジネス企画学科4年:岐阜)

会計研究部 岡田 建(経営学科2年:愛知)

団体受賞フェンシング、部(女子)、自転車競技(岐阜県選抜)、

会計研究部

清流の国スポーツ貨

個人受賞ボウリングチーム竹川ひかる(村上記念病院勤務)

山岳 水口 僚(ビジネス企画学科3年:岐阜)

相撲部 野上麻奈(法学部4年岐阜)

山元佳美(法学部4年:岐阜)

自転車競技部 渡遁淘太郎(ビジネス企画学科2年.岐阜)

有山誠昌(ビジネス企画学科2年:埼玉)

松本貴治(ビジネス企画学科3年:愛媛)

中野雄喜(ビジネス企画学科3年:京都)

団体受賞自転車競技部、フェンシング、部(男子)

※( )内の学年は受賞時の学年
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体育会総会開催

穂積キャンパス6号館大講義室で、学生や指導

者ら7∞名が集い体育会総会が開催されました。

大友克之学長(前会長)により2002年に10体育会総会で挨拶する山本会長

種目でスタート、2012年に会計研究部が加わり13の競技種目(別に3種目の

強化指定あり)へと成長した体育会は設立13年が経過し、数多くの全日本

チャンピオンを輩出するなど国内外でめざましい活躍を遂げてしぜす。

.全国に朝日大学の名を

総会で山本英弘会長は、「体育会のモットーで、ある文武両道を旨とし、

これまでの輝かしい伝統を引き継ぐと共により発展させ全国に朝日大学

体育会の名を広めて行こう」と熱く語りました。

将来のリーダーを育成

本学の春の行事である「リーダーズキャンプ」が羽島市のかんぽの宿

で1泊2日の日程で開催され、学生教職員約50名が参加しました。

リーダーズキャンプは、各種団体(学友会、体育会、大学祭実行委員会、学友会

中央協議会)の学生代表が集い毎年宿泊形式で行われており、リーダーかノプの育

成ークラブF・同好会活動の活性化、参加者相Eの親睦を深めること目的としています。

両日共に分刻みのタイムスケジュールの中で、他己紹介、グループ討議、フリー

ディスカッション等のセッションを次々 とこなした学生たちは、短期間の聞に将来の

リーダーとしての素養を身につけた様子でした。

.心肺蘇生法を学ぶ

また、今回のリーダーズキャンプでは、岐

阜市消防本部の協力を得て「救命救急講

習会」も開催されました。参加者たちは応 心肺蘇生法を学ぶ

運
急手当の基礎知識、AEDを利用した心姉蘇生法など熱心に学びました。

参加学生たちのキャンパス内での活躍が期待されます。

「ぎふ食と健康応援庖」に登録

体育会学生や教職員の食生活を支える学内食堂(カフェテリア、喫茶サンライズ、

6号館食堂)が岐阜県の「ぎふ食と健康の応援庖」に登録されました。

「ぎふ食と健康の応援庖」とは、お庖と岐阜県が一緒に県民の健康づくりに取り組

む事業であり、食を通じて健康な生活が送れるよう、健康応援メニューの提供や栄

養成分表示などに取り組むお庖のことです。

今後も、大学と各学生食堂が一体となってサービスの向上に努めてしくこととなります。
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栄えある「宮田賞」受賞

2014年度卒業式(穂積キャンパス10周年記念館大ホール)で、「富田

賞Jの授与が行われました。
本学の創立者である宮田慶三郎先生の素志により制定された「宮田

賞Jは、在学中の学業成績が特に優れた者や課外活動に貢献し本学の
名誉を昂揚させた学生を対象に表彰するものであり、受賞者(6名)には

「表彰状jと「銀杯」が大友克之学長から贈呈されました。受賞者たちの

今後の活躍が大いに期待されます。

宮田賞(銀杯)を授与される受賞者

宮田 賞 受 賞 者

法学部 法学科 川真田志帆

経営学科 原将紀

経営学部 情報管理学科 加藤亮

ビジネス企画学科 伊藤 慎二 矢野智哉

歯学部 歯学科 高本恭子

.羽ばたけ建学の精神を胸に

また、「宮田賞」授与に先立ち行われた学長告辞では、大友学長から

朝日大学を旅立つ卒業生たちへのはなむけの言葉として「建学の精神」

が贈られました。式典終了時には参列者全員が拍手で卒業生たちを見

送り、厳粛であった会場内がたちまちに温かい雰囲気に包まれました。

卒業式後、キャンパス内外での記念パーティーや謝恩会を終えた学

生たちは、ゼミごとの送別会に出席し「夢jの実現に向け、社会人として

頑張ることを誓い合いました。

卒業式後の胴上げ風景 法学部平田ゼミの送別会
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2015年度における「東日本大震災jで被災した

入学生・在学生への支援対応について

朝日大学では、東日本大震災により居住地が災害救助法の適用を受け

る市町村からの入学生・在学生(科目;等履修生、研究生、特別薦議学生を

除く)の皆さまに対し、次のとおり就学支援を目的とする特別措置を講ずる

こととします。

なお、適用を受ける場合には、原則として、公的機闘が発行する「被災状

況についての証明書J等の書類を提出いただくこととなります。

対象者

東日本大震災による災害救助法適用地域において学費支弁者が穫災した

2015年度入学生・在学生(科目等履修生、研究生、特別聴講学生を除く)

種災対象等.家屋の全壕、半療、文は学費支弁者が死亡若しくは行方

不明

支援内容

入学生

学生納付金等の減免

2015年度の入学金、授業料、施設維持費、保健医療学部実習費ならびに
歯学教育充実費の全額免除。

その他

被災の状況により特別な支援が必要と思われる場合には、その都度個別に

対応を検討いたします。

在学生

2015年度の授業料、施設維持費ならびに歯学教育充実費全額を免除。

お問い合わせ先/朝日大学総務部経理銀

TEL 058-329-1027 FAX 058-329-1029 

法教育作文コンクール

「第4回法教育作文コンクールJ(主催:朝日大学、岐阜法教育研究
会)の表彰式が、穂積キャンパス5号館講義室において行われました。

小 ・中・高校生を対象とする同コンクールには419件の応募があり、厳

正な審査の結果、8作品がそれぞれ賞を受賞しました。最優秀作品に選

ばれた受賞者は法教育

に対する自分たちの思い

や体験をつづった作文

を朗読披露し、受賞者の

インタビューで、は、「今回

の作文応募をきっかけ

に、ルールの大切さを学

べてよかった」との声が

聞かれました。 r法教育作文コンクール」の受賞者
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